
 

 

提 案 理 由 
 
ギャンブル等依存症は、多重債務や失業といった経済的問題、う

つ病の発症といった健康問題、それらに伴う家族の問題、学生等に

おける学業の中断といった問題によって日常生活や社会活動に支

障を生じさせ、貧困、虐待、自殺、犯罪等の重大な社会的問題を引

き起こしている。 
さらには昨今、海外インターネット経由のオンライン・カジノの

増加や、公営競技がスマートフォン等によって手軽に利用できるこ

とにより、ギャンブル等依存症の問題がより拡大し、深刻化する傾

向にある。 
ギャンブル等依存症は、誰もが陥る可能性のある精神疾患である

ということを私たち一人ひとりが認識し、ギャンブル等依存症であ

る者等やその家族等が、安心して相談し、治療を受け、そして、社

会に復帰することができるようにしていかなければならない。 
そのためには、府のギャンブル等依存症対策をさらに進めるとと

もに、国、府、市町村、医療機関、関係機関、民間団体等の間にお

ける連携をさらに強化する必要がある。 
こうした理解の下に、ギャンブル等依存症対策を総合的かつ計画

的に推進することにより、府民が安心して、健康的に暮らせる社会

の実現を目指すべく、本条例を提案するもの。 


